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自
己
改
革
を
推
進
し
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
い
。

　特集記事第41回は、いすみ
農業協同組合の皆さんとの対
談です。　　
　その取り組みや活動につい
て語っていただきました。

 いすみ農業
協同組合

と
市議会

【
い
す
み
農
業
協
同
組
合
（
以
下
Ｊ
Ａ
い
す
み
）

【
い
す
み
農
業
協
同
組
合
（
以
下
Ｊ
Ａ
い
す
み
）

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
】

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
】

●
Ｊ
Ａ
い
す
み
は
平
成
12
年
10
月
1
日
に
勝

浦
市
、い
す
み
市(

旧
大
原
町
、旧
夷
隅
町
、

旧
岬
町)

、
大
多
喜
町
、
御
宿
町
の
2
市
2

町
を
エ
リ
ア
と
し
た
3
つ
の
Ｊ
Ａ
が
合
併

し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
管
内
は
変
化
に

富
ん
だ
海
岸
線
と
森
林
や
渓
谷
が
広
が
る

丘
陵
地
で
構
成
さ
れ
、
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
全
域
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
米
を
主

力
作
物
と
し
て
、
筍
、
菜
花
、
ス
プ
レ
ー

ス
ト
ッ
ク
、
梨
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

令
和
6
年
12
月
31
日
現
在
、
組
合
員
数

は
１
２,
０
０
７
人
で
農
業
に
従
事
し
て

い
る
正
組
合
員
は
６,
２
７
４
人
、
農
業

以
外
の
方
の
准
組
合
員
は
５,
７
３
３
人

（
個
人
法
人
含
む
）
い
ま
す
。
勝
浦
管
内
の

組
合
員
数
は
正
組
合
員
が
８
９
１
人
、
准

組
合
員
が
１,
０
４
７
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ａ
は
、
相
互
扶
助
の
精
神
の
も
と

農
業
を
営
む
組
合
員
に
よ
っ
て
事
業
・
活

動
を
行
う
組
織
で
す
が
、
農
家
以
外
の
方
も

准
組
合
員
と
し
て
参
加
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

【
具
体
的
な
仕
事
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
】

【
具
体
的
な
仕
事
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
】

●
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
農
業
生
産
に

必
要
な
肥
料
や
農
薬
等
の
資
材
を
共
同
で

購
入
し
た
り
、
農
畜
産
物
を
共
同
で
販
売

し
た
り
す
る
他
、
貯
金
・
貸
出
な
ど
の
信

用
事
業
や
、
生
命
・
建
物
・
自
動
車
等
の

共
済
事
業
、
自
動
車
・
農
機
の
販
売
・
修
理
・

点
検
、
給
油
所
、
ガ
ス
、
電
気
な
ど
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
、高
齢
者
福
祉
、健
康
管
理
、

葬
祭
、
旅
行
な
ど
幅
広
い
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
介
護
事
業
や
直
売
所
事
業
、
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
等
の
共
同
利
用
施
設
の
運
営
も

行
っ
て
い
ま
す
。

【
お
仕
事
さ
れ
て
い
て
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
】

【
お
仕
事
さ
れ
て
い
て
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
】

●
管
内
の
人
口
減
少
が
著
し
く
、
そ
れ
に
伴

い
農
協
を
利
用
す
る
機
会
が
減
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
耕
作
放
棄
地
の
増
加
や
後
継
者

難
の
対
策
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

カ
メ
ム
シ
の
発
生
も
多
く
生
産
者
の
意
欲

を
そ
が
な
い
か
心
配
も
あ
り
ま
す
。
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【
勝
浦
地
区
の
特
色
と
米
価
の
高
騰
に
つ
い
て

【
勝
浦
地
区
の
特
色
と
米
価
の
高
騰
に
つ
い
て

の
お
考
え
を
教
え
て
く
だ
さ
い
】

の
お
考
え
を
教
え
て
く
だ
さ
い
】

●
現
在
2
市
2
町
を
合
わ
せ
た
耕
地
面
積

は
、
田
が
４,
５
５
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑

が
９
５
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
ま
す
。
勝
浦

地
区
の
中
心
は
稲
作
で
す
。
そ
の
他
に
キ

ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
、
柿
や
野
菜
が
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
大
多
喜
町
と
の
共
同
出
荷
で
筍

も
扱
っ
て
い
ま
す
。
中
山
間
地
で
あ
り
ま

す
が
耕
地
の
多
く
は
粘
質
土
壌
で
、
こ
の

土
が
農
産
物
を
一
層
お
い
し
く
し
て
い
ま

す
。
米
価
に
つ
い
て
は
今
年
度
（
令
和
7

年
産
）
も
引
き
続
き
高
騰
し
て
お
り
概
算

金
は
3
万
円
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。
背
景

と
し
て
国
が
例
年
の
7
月
末
の
見
通
し
を

出
さ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
猛
暑
・
水
不
足

の
報
道
が
重
な
り
、
卸
会
社
が
在
庫
切
れ

を
恐
れ
て
値
段
を
上
げ
て
買
い
集
め
た
こ

と
が
影
響
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
は

全
国
的
に
相
場
が
落
ち
つ
い
て
き
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
高
い
価
格
で
お
米
を
買
っ
て

い
る
た
め
、
急
激
に
価
格
が
下
落
す
る
こ

と
は
な
い
と
み
ら
れ
ま
す
が
、
令
和
8
年

度
は
作
付
面
積
か
ら
見
る
と
ダ
ブ
つ
い
て

く
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
値
上

げ
の
可
能
性
は
低
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

【
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
充
実
が
必
要
で
は
な
い

【
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
充
実
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
】

で
し
ょ
う
か
】

●
現
在
、
勝
浦
市
と
い
す
み
市
岬
町
の
２
ヶ

所
に
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
仕
組
み
上
、
同
じ
品
種

は
混
ぜ
て
乾
燥
さ
せ
る
た
め
生
産
者
の
異

な
る
お
米
が
一
緒
に
な
り
ま
す
。
カ
メ
ム

シ
の
被
害
粒
の
問
題
が
あ
り
、
職
員
が
選

別
作
業
を
行
っ
て
一
等
米
を
目
指
す
努
力

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

を
使
用
し
て
い
る
生
産
者
は
約
30
％
で
あ

り
、
多
く
の
農
家
は
個
人
で
乾
燥
・
出
荷

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
色
彩
選
別
機
の
導

入
も
検
討
し
て
お
り
体
制
の
充
実
を
は
か

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
有
機
米
栽
培
を
推
進
す
る
計
画
は
あ
り
ま
す
か
】

【
有
機
米
栽
培
を
推
進
す
る
計
画
は
あ
り
ま
す
か
】

●
い
す
み
市
で
は
学
校
給
食
に
地
元
産
の
有

機
米
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
市

が
事
務
局
と
な
り
部
会
を
作
っ
て
有
機
米

を
作
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
は
集
荷
と
販
売

を
担
当
し
特
別
栽
培
米
と
し
て
給
食
用
に

納
め
て
い
ま
す
。
有
機
米
と
し
て
Ｊ
Ａ
Ｓ

認
証
取
得
に
は
最
低
で
も
3
年
は
か
か
り
、

事
務
作
業
も
非
常
に
煩
雑
と
な
り
専
門
で

対
応
で
き
る
人
員
も
不
足
し
て
い
ま
す
。

有
機
米
を
推
進
し
て
い
き
た
い
意
向
は
あ

り
ま
す
が
す
ぐ
に
着
手
す
る
の
は
難
し
い

状
況
で
あ
り
ま
す
。

【
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
】

【
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
】

●
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
農
業
者
の
所
得
増

大
」 「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
へ
の
貢

献
と
地
域
活
性
化
」
を
基
本
目
標
と
し
て

Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
取
り
組
み
を
す
す
め
て

い
ま
す
。
採
算
面
で
厳
し
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
が
組
合
員
の
た
め
に
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
や
介
護
施
設
と
言
っ
た
地
域
イ
ン

フ
ラ
を
維
持
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
様
々
な
課
題
は
多
い
で
す

が
目
標
達
成
の
た
め
引
き
続
き
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
勝
浦
市
へ
の
ご
意
見
や
お
願
い
は
あ
り
ま
す
か
】

【
勝
浦
市
へ
の
ご
意
見
や
お
願
い
は
あ
り
ま
す
か
】

●
今
年
も
カ
メ
ム
シ
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た

が
、
Ｊ
Ａ
い
す
み
は
昨
年
か
ら
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
空
中
防
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

年
は
88
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
面
積
が
増
え
ま
し

た
。
勝
浦
市
か
ら
も
空
中
防
除
に
関
し
て
の

補
助
金
が
出
て
い
ま
す
が
、
近
隣
自
治
体
で

は
空
中
防
除
に
関
し
て
の
実
施
協
議
会
が
設

置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
良
質
米
の
継
続
し
た

生
産
維
持
の
た
め
に
も
、
勝
浦
市
も
是
非
、

協
議
会
等
の
設
置
に
つ
い
て
ご
検
討
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中村尚之総務部長

宮城武経済部長

青木亨勝浦支所長

中村義隆大多喜支所長
代理
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令和７年９月定例会審議結果
◯９月定例会　会期　９月１日から９月１６日まで１６日間

　議会報では、市民生活と深く関わる議案をいくつか取り上げて重点的にお伝えしています。　
　全議案については、勝浦市ホームページをご覧ください。

勝浦市議会ではこんなことが決まりました！	

出席議員の全員が賛成した議案等
議案番号 件　　　　名 付託委員会 結果

議案第５４号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制
定について 総務文教 可決

議案第５５号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて 総務文教 可決

議案第５６号 勝浦市放課後児童健全育成事業条例の一部を改正する条例の制定
について 産業厚生 可決

議案第５７号 令和７年度勝浦市一般会計補正予算
総務文教
及び
産業厚生

可決

議案第５８号 令和７年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算 産業厚生 可決
議案第５９号 令和７年度勝浦市後期高齢者医療特別会計補正予算 産業厚生 可決
議案第６０号 令和７年度勝浦市介護保険特別会計補正予算 産業厚生 可決
議案第６１号 工事請負契約の締結について 産業厚生 可決
議案第６２号 決算認定について（令和６年度勝浦市一般会計歳入歳出決算） 決算審査 認定

議案第６３号 決算認定について
（令和６年度勝浦市国民健康保険特別会計歳入歳出決算） 決算審査 認定

議案第６４号 決算認定について
（令和６年度勝浦市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算） 決算審査 認定

議案第６５号 決算認定について
（令和６年度勝浦市介護保険特別会計歳入歳出決算） 決算審査 認定

議案第６６号 監査委員の選任につき同意を求めることについて 同意

議案第６７号 勝浦市情報公開 ･個人情報保護審査会委員の委嘱につき同意を求
めることについて 同意

議案第６８号 勝浦市情報公開 ･個人情報保護審査会委員の委嘱につき同意を求
めることについて 同意

議案第６９号 勝浦市情報公開 ･個人情報保護審査会委員の委嘱につき同意を求
めることについて 同意

議案第７０号 勝浦市情報公開 ･個人情報保護審査会委員の委嘱につき同意を求
めることについて 同意

議案第７１号 勝浦市情報公開 ･個人情報保護審査会委員の委嘱につき同意を求
めることについて 同意
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●トピックス　その 1
可燃ごみ処理の広域化に伴う勝浦市クリーンセンター
施設の今後の動向について
　令和７年７月に勝浦市と市原市との間に於いて一般廃棄物焼却事務の委託に関する
協議書が締結され、令和１４年度から市原市に委託するための協議が進められます。
　このため、委託が開始されるまでの間に新焼却処理施設への搬入を見据え、廃棄物
運搬中継施設を整備するための計画を策定し、その計画により施設整備等を行うこと
となります。
　また、８月に同様な対応を取る御宿町から、ごみの中継施設共同利用に関する協議
の申し入れがあり、中継施設については御宿町と検討していく予定です。
　なお、本予算については全員賛成で可決されました。

　今後のスケジュール（主なもの）
令和　７年度～８年度	 一般廃棄物処理基本計画策定
令和　９年度	 中継施設基本設計策定（御宿町含む）
令和１２年度	 中継施設設計及び建設
令和１４年度	 中継施設供用開始・現焼却施設の休止

●トピックス　その 2
市内小学校の統合に必要な物品輸送経費予算案及び
令和８年４月からの放課後ルーム新設・廃止条例案を
可決！
　９月議会では、興津小学校、豊浜小学校、総野小学校の統合において必要な物品輸
送に係る経費５６１万円が全員賛成で可決されました。
　また、小学校の統廃合により放課後ルームについては令和８年４月から下記のとお
りとする条例改正案が可決されました。

名　称 場　所
かつうら第１放課後ルーム 旧児童館内
かつうら第２放課後ルーム 勝浦小学校内
かつうら第３放課後ルーム 勝浦小学校内
うえの第１放課後ルーム 上野集会所内
うえの第２放課後ルーム 上野小学校内
ふさの放課後ルーム 旧総野小学校内
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●トピックス　その３
ガンバレ！いすみ鉄道
いすみ鉄道基盤維持費補助金７５０万円を予算化
　令和６年１０月の脱線事故により現在運休中のいすみ鉄道復旧等の工事に際し、令
和７年度分事業費の不足分（３億円）を補助するための予算が、全員賛成で可決され
ました。不足分の５０％を県が、残りを関連自治体が持ち株比率に応じて負担するも
のであり、勝浦市の負担率は２．５％です。

●トピックス　その４
監査委員淺野由美子氏の再選任に同意

各常任委員会等の活動報告
勝浦市議会表彰選考委員会

　令和７年９月１日に、勝浦市議会表彰選考委員会を開催し、前期分（令和７年１月１日
から６月３０日の期間）の選考審査をした結果、表彰者が決定しました。
　なお、表彰式につきましては、令和８年３月定例会の初日に、市役所の議場において挙
行する予定です。

１．被表彰者　豊浜 SBC 
　　表彰に至る功績	 第１８回春季全日本小学生男女ソフトボール大会（男子の部）
	 千葉県予選会　準優勝
	 第３５回関東小学生選抜男女ソフトボール大会　千葉県予選会　準優勝
	 第１８回春季全日本小学生男子大会　出場

勝浦市議会表彰受賞者決定

　９月定例会において、令和７年９月３０日をもって任期
満了となる淺野由美子氏を、引き続き監査委員として再任
することに同意しました。新しい任期は、令和７年１０月
１日からの４年間です。淺野氏には、引き続き独立した公
正な立場で、市の財務事務や行政事務の監査に当たってい
ただきます。
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２．被表彰者	 上野小学校３年　古市　蒼　さん 
　　表彰に至る功績	 第５９回弘法大師奉賛高野山競書大会　高野山管長賞

３．被表彰者	 上野小学校５年　古市　光　さん 
　　表彰に至る功績	 第５９回弘法大師奉賛高野山競書大会　全日本書道連盟賞

４．被表彰者	 総野小学校３年生　磯野　利奈　さん
　　表彰に至る功績	 第１９回　湘南カップ　空手道選手権大会
	 個人防具部門　小学２年女子の部　優勝
	 個人形部門　　小学２年男女の部　優勝
	 第３３回　神奈川県硬式空手道大会　女子小学低学年組手の部　優勝

産業厚生常任委員会

総務文教常任委員会

・議案第５６号　勝浦市放課後児童健全育成事業条例の一部を改正する条例の制定について
・議案第５７号　令和７年度勝浦市一般会計補正予算（所管事項関係）
・議案第５８号　令和７年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算
・議案第５９号　令和７年度勝浦市後期高齢者医療特別会計補正予算
・議案第６０号　令和７年度勝浦市介護保険特別会計補正予算
・議案第６１号　工事請負契約の締結について
・陳情第　８号　八幡岬公園のお万の方様の展望台の再築と遊歩道修復工事、幸せと平和

と調和を祈る鐘の設置を求める陳情

　産業厚生常任委員会には以上７件が付託され、９月９日に委員会を開催し審査を行い、
付託された議案６件を全員賛成で可決しました。陳情１件については一部採択（陳情事
項のうち、展望台の再築と遊歩道修復工事について採択）となりました。この審査結果
を９月１６日の本会議で委員長が報告しました。

・議案第５４号　職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・議案第５５号　職員の育児休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 
・議案第５７号　令和７年度勝浦市一般会計補正予算（所管事項関係）
　総務文教常任委員会には議案３件が付託され、９月８日に委員会を開催し審査を行い、
付託された議案３件を全員賛成で可決しました。この審査結果を９月１６日の本会議で
委員長が報告しました。
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 決算審査特別委員会

主な事業の質問と答弁（要約）
一般会計（歳入決算）
Ｑ　歳入額の維持または増額に向けた具体的な取組み等について
Ａ　根幹となる市税の維持・増額を第一に、社会経済情勢に応じて使用料・手数料の見直し、

財産収入の確保を考えている。
一般会計（歳出決算）
Ｑ　若者等定住促進事業について
Ａ　当初予算で当初に見込んだ件数には届かなかったものの、移住相談件数は増加してお

り、移住希望者の事情をなるべく汲み取り、取り組んでいきたい。
Ｑ　高齢者情報機器活用事業での利用実績と今後の対応について
Ａ　現時点では、利用可能台数３３台に対し、１０台の稼働であり、来年度以降については、

地域包括支援センター運営協議会として事業効果を検証し、方向性を決定したい。
Ｑ　後期高齢者健康診査受託事業での受診勧奨と受診率について
Ａ　受診勧奨者には医療機関への受診を促す中で、未受診者に改めて再勧奨を実施し、受

診率向上に向けては、集団検診に加えて、令和２年度より、かかりつけ医で個別検診
を実施し、さらに、市内医療機関のみならず夷隅郡内の医療機関においても受診がで
きるよう改善に努めている。

Ｑ　子育て援助活動支援事業（ファミリーサポートセンター事業）の事業継続性について
Ａ　子育てにおいて社会的支援が特に少ない本市において、本事業は非常に有効なものと

考えており、利用者の声を聞きながら支援のあり方を研究していきたい。
Ｑ　道路里親制度補助金の実績について
Ａ　全市内全体で２１団体の申請があり、総野地区を例に挙げると、宿戸区、市野郷区、

蟹田区、杉戸区、大楠区、白木区の６地区から申請があった。
国民健康保険特別会計
Ｑ　国民健康保険特別会計財政調整基金の残高確保について
Ａ　令和７年度から国民健康保険税の税率の引き上げを図り、歳出面では、加入者の健康

保持を図り保険給付費の抑制に努めていきたい。
総括質疑
Ｑ　人口減少の克服や前期に引き続き高水準となった経常収支比率等の市政課題について
Ａ　これまでの取り組みの深化や各分野にまたがる様々な施策の実施が相乗効果を発揮す

るよう進めると同時に、新たな視点と施策により、少ない人口でも豊かに暮らせる、
持続可能なまちづくりに、引き続き全力で取り組んでまいりたい。

 決算審査特別委員会での主な質問

　令和６年度一般会計、各特別会計の決算を審査するため、７人の委員による「決算審査
特別委員会」を設置しました。
　９月１０日及び１１日の２日間にわたり審査し、一般会計と特別会計決算の全てを全員
賛成で原案のとおりそれぞれ認定すべきものと決定いたしました。
　委員長、副委員長及び委員は次のとおりです。

委員長 副委員長 委　　員

長田　悟 岩瀬　琢弥 岩瀬　清・岩瀬　洋男・狩野　光一
末吉　定夫・渡辺　ヒロ子
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Ｑ
災
害
時
、
防
災
行
政
無

線
の
内
容
は
、
市
民
や
来
訪

者
に
と
っ
て
命
を
守
る
た
め

の
重
要
な
情
報
入
手
の
手
段

の
一
つ
で
あ
る
。
令
和
５
年

12
月
の
一
般
質
問
で
、
市
内

の
海
沿
い
９
地
区
に
お
い
て

防
災
無
線
子
局
が
廃
止
さ
れ

た
ま
ま
で
あ
る
と
確
認
し

た
。
市
は
こ
の
９
か
所
に
お

い
て
、
令
和
６
年
度
に
設
置

の
た
め
予
算
化
し
、
令
和
７

年
度
に
繰
越
明
許
さ
れ
て
い

る
。
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
防
災
行
政
デ
ジ
タ
ル
化

改
修
事
業
に
つ
い
て
は
、
機

器
類
の
製
造
に
あ
た
っ
て
の

部
品
の
調
達
が
困
難
と
い
う

理
由
か
ら
、
令
和
７
年
度
に

繰
越
明
許
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
秋
頃
か
ら
順
次
工
事
に

取
り
か
か
っ
て
い
く
予
定

で
、
令
和
７
年
度
内
の
完
成

を
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ
市
内
に
は
、
多
く
の
木

造
住
宅
耐
震
化
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
改
修
の
必
要
な
建
物
が

あ
る
。
市
は
市
民
の
命
を
守

る
た
め
に
、
手
厚
い
補
助
金

を
予
算
化
し
て
い
る
。
し
か

し
、
耐
震
化
や
改
修
は
進
ん

で
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て

の
市
の
対
策
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

Ａ
補
助
金
の
対
象
と
な
る

建
物
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
ま
で
は
終
了
し
て
い

る
。
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
の
周
知
は
行
っ
て
い
る

が
、
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い

な
い
。
今
後
は
、
地
域
全
体

で
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う

市
政
懇
願
会
等
で
各
地
区
の

区
長
を
中
心
に
説
明
を
し
て

久我惠子議員

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。

Ｑ
企
業
と
の
災
害
協
定
の

中
に
は
締
結
時
期
が
か
な
り

以
前
の
も
の
、
経
営
母
体
が

変
わ
っ
た
事
業
者
も
あ
り
ま

す
。
協
定
内
容
の
見
直
し
、

変
更
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
協
定
締
結
か
ら
相
当
の

時
間
が
経
過
し
て
い
る
協
定

に
つ
い
て
は
、確
認
、チ
ェ
ッ

ク
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
施
設
の

名
称
や
経
営
母
体
に
変
更
が

生
じ
た
施
設
等
に
つ
い
て
は

随
時
見
直
し
を
行
う
よ
う
に

努
め
て
い
る
。

Ｑ
今
回
の
避
難
行
動
に
つ

い
て
、
反
省
点
、
課
題
に
つ

い
て
話
し
合
い
は
さ
れ
た
の

か
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
関
係
者
か
ら
意
見
を
徴

収
し
て
、
今
後
の
改
善
に
繋

げ
た
い
と

考
え
る
。

勝
浦
市
の

防
災
対
策
に
つ
い
て

９
月
３
日
・
４
日
の
２
日
間
、市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
発
言
議
員
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

9 月 3日
久
我
惠
子
議
員
①
勝
浦
市
の
防
災
体
制
に
つ
い
て

岩
瀬
琢
弥
議
員
①
業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て

佐
藤
啓
史
議
員
①
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
制
度
に
つ
い
て

②
ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て

③
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
の
保
護
と
海
岸
保
全
に
つ
い
て

長
田　

悟
議
員
①
本
市
農
林
水
産
業
の
現
状
及
び
対
応
策
に
つ
い
て

②
か
つ
う
ら
若
潮
ま
つ
り
花
火
大
会
に
つ
い
て

9 月 4日
鈴
木
克
已
議
員
①
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て

②
総
合
計
画
前
期
実
施
計
画
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て

戸
部　

薫
議
員
①
今
日
の
人
口
減
少
化
に
お
け
る
出
産
、
保
育
、
子
育
て
、

教
育
等
に
か
か
わ
る
施
策
の
充
実
に
つ
い
て

狩
野
光
一
議
員

①
マ
イ
カ
ー
乗
合
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
「
ノ
ッ
カ
ル
勝
浦
」

に
つ
い
て

②
部
原
簡
易
パ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て

③
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
い
て

岩
瀬　

清
議
員
①
勝
浦
市
に
お
け
る
地
方
創
生
事
業
に
つ
い
て
（
直
近
５
年

間
ほ
ど
）

寺
尾　

重
雄
議
員
①
可
燃
ゴ
ミ
広
域
処
理
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
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佐藤啓史議員

岩瀬琢弥議員

Ｑ
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

協
同
組
合
制
度
に
対
す
る
市

の
見
解
は
？

Ａ
人
口
急
減
地
域
の
中
小

企
業
な
ど
が
特
定
地
域
づ
く

り
事
業
協
同
組
合
を
設
立

し
、
地
域
内
外
の
若
者
等
を

雇
用
し
、
複
数
の
事
業
者
に

職
員
を
派
遣
す
る
制
度
で
あ

る
。
こ
の
制
度
を
活
用
し
た

場
合
に
は
、
国
の
交
付
金
が

２
分
の
１
、
特
別
交
付
税
措

置
が
４
分
の
１
の
財
政
支
援

措
置
が
あ
る
。

Ｑ
勝
浦
市
で
の
特
定
地
域

づ
く
り
事
業
協
同
組
合
の
導

入
を
提
案
す
る
。

Ａ
本
市
は
、
こ
の
制
度
の

対
象
地
域
に
該
当
し
て
お

り
、
農
林
水
産
業
、
商
工
業

等
の
地
域
産
業
の
担
い
手
を

確
保
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課

事
業
継
続
計
画
に
つ
い
て

ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て

特
定
地
域
づ
く
り
事
業

協
同
組
合
制
度
に
つ
い
て

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
の
保

護
と
海
岸
保
全
に
つ
い
て

Ｑ
事
業
継
続
計
画
の
策
定

状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。

Ａ
令
和
３
年
３
月
に
勝
浦

市
業
務
継
続
計
画
を
策
定
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
内
容
は
業

務
継
続
計
画
と
は
か
ら
始
ま

り
、
策
定
の
効
果
、
地
域
防

災
計
画
の
関
係
、
計
画
の
発

動
、
解
除
、
想
定
さ
れ
る
大

規
模
災
害
、
特
に
重
要
な
６

要
素
、
継
続
的
改
善
を
示
し

た
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
首
長
不
在
時
の
明
確
な

順
位
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

Ａ
第
１
順
位
と
し
て
副
市

長
、
第
２
順
位
と
し
て
教

育
長
、
第
３
順
位
と
し
て

消
防
防
災
課
長
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

Ｑ
重
要
な
行
政
デ
ー
タ
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
重

要
な
行
政
デ
ー
タ
を
ど
の
よ

う
に
定
義
し
て
い
る
の
か
、

現
状
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
取
れ

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

Ａ
重
要
な
行
政
デ
ー
タ
と

い
た
し
ま
し
て
は
住
民
記
録

シ
ス
テ
ム
で
す
と
か
課
税
シ

ス
テ
ム
、こ
ち
ら
の
基
幹
系
シ

ス
テ
ム
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
。

市
役
所
の
庁
舎
及
び
外
部
の

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
保
管
し
、

市
役
所
庁
舎
が
被
災
し
た
場

合
で
も
デ
ー
タ
の
復
旧
が
可

能
と
なって
お
り
ま
す
。

Ｑ
非
常
時
優
先
業
務
の

整
理
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

Ａ
災
害
に
よ
り
通
常
業
務

と
災
害
応
急
業
務
が
中
断
や

遅
延
が
発
生
し
た
場
合
に
お

け
ま
す
市
民
の
生
命
や
生
活
、

地
域
社
会
へ
の
影
響
に
つ
い
て

評
価
を
し
、
非
常
時
優
先
業

務
を
選
定
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
中
小
企
業
向
け
の
事
業

継
続
力
強
化
計
画
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
勝
浦
市
と
勝
浦
市
商
工

会
で
、
事
業
継
続
力
強
化
支

援
計
画
を
策
定
し
、
事
業
継

続
力
強
化
を
実
施
す
る
事
業

を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
防
災
・
減
災
に
投
資
を

す
る
こ
と
で
自
社
の
付
加
価

値
を
高
め
た
と
い
う
事
例
も

あ
る
そ
う
で
す
。
事
業
継
続

計
画
の
意
義
を
理
解
し
て
も

ら
い
つ
つ
、
策
定
に
当
た
っ

て
障
害
を
低
く
す
る
工
夫
が

あ
る
と
い
い
と
思
う
の
で
す

が
、
市
の
お
考
え
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

Ａ
勝
浦
市
商
工
会
の
指
導

員
が
主
と
な
り
、
知
識
の
習

得
か
ら
作
成
ま
で
の
サ
ポ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
年
の
６
月
以
降
、
部

原
海
岸
で
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ

の
産
卵
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
の

保
護
と
海
岸
保
全
に
つ
い
て

市
の
対
応
を
お
聞
き
す
る
。

Ａ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
の
情

報
提
供
が
あ
っ
た
場
合
は
、

ロ
ー
プ
な
ど
で
保
護
す
る
た

め
の
囲
い
と
、
お
知
ら
せ
看

板
の
設
置
、
通
報
者
や
地
域

住
民
と
情
報
を
共
有
し
、
状

況
に
応
じ
て
関
係
機
関
に
連

絡
を
取
り
、
見
守
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

題
で
あ
る
こ
と
、
特
定
地
域

づ
く
り
事
業
協
同
組
合
が
市

外
か
ら
移
住
し
て
く
る
若
者

等
の
雇
用
の
受
皿
に
な
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、今
後
、研
究
し
た
い
。

Ｑ
ゴ
ミ
袋
を
有
料
化
す
る

に
い
た
っ
た
経
緯
を
お
聞
き

す
る
。

Ａ
ゴ
ミ
の
再
資
源
化
と
焼

却
ご
み
減
量
化
の
促
進
、
夷

隅
郡
内
に
お
い
て
も
本
市
を

除
く
全
て
の
市
町
が
可
燃
ご

み
有
料
化
を
し
て
お
り
、
越

境
ご
み
の
防
止
対
策
が
必
要

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
可
燃

ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て
、

平
成
18
年
度
か
ら
庁
内
に
お

い
て
検
討
を
始
め
、
住
民
説

明
会
な
ど
を
経
て
、
平
成
20

年
４
月
１
日
か
ら
実
施
し

た
。
ま
た
、
ご
み
の
排
出
量

に
応
じ
て
相
応
の
負
担
を
す

る
受
益
者
負
担
の
原
則
の
下

に
、
公
平
性
を
確
保
す
る
た

め
、
証
紙
に
よ
る
徴
収
方
法

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
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鈴木克已議員

長田　悟議員

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

金
額
は
、令
和
５
年
度
の

51
億
４
，５
３
８
万
円
か
ら

令
和
６
年
度
は
16
億
６
，

６
０
０
万
円
と
大
幅
な
減
少

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、対
応

を
聞
い
た
。

Ｑ
大
幅
な
減
額
を
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

Ａ
減
少
要
因
は
、
返
礼
品

指
定
基
準
の
見
直
し
に
よ

り
、
人
気
返
礼
品
の
提
供
を

取
り
や
め
た
こ
と
が
大
き
い

と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ
返
礼
品
の
新
規
掘
り
起

こ
し
、
新
商
品
等
の
開
発
、

検
討
の
進
捗
は
。

Ａ
提
供
事
業
者
と
連
携

し
、
返
礼
品
の
企
画
検
討
等

を
行
い
、
新
た
な
返
礼
品
の

開
発
を
通
じ
て
、
寄
附
額
の

増
加
に
努
め
る
。

 

本
市
農
林
水
産
業
の
現
状

及
び
対
応
策
に
つ
い
て

か
つ
う
ら
若
潮
ま
つ
り

花
火
大
会
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と

今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て

総
合
計
画
前
期
実
施
計
画

の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て

Ｑ
勝
浦
沖
の
今
季
の
キ
ン

メ
ダ
イ
漁
に
お
け
る
イ
ル
カ

や
マ
グ
ロ
に
よ
る
被
害
に
つ
い

て
、
市
と
し
て
は
、
ど
の
よ

う
に
こ
の
状
況
を
把
握
し
て

い
る
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
漁
業
関
係
者
か
ら
の
情

報
提
供
に
よ
り
被
害
が
あ
る

こ
と
は
把
握
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
千
葉
県
沿
岸
小
型
漁
船

漁
業
協
同
組
合
が
直
接
要
望

で
き
る
機
関
は
ど
こ
な
の

か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
直
接
要
望
で
き
る
と
い

う
の
は
、
千
葉
県
勝
浦
水
産

事
務
所
と
い
う
こ
と
で
考
え

て
お
り
ま
す
。

Ｑ
キ
ン
メ
ダ
イ
の
被
害
に

つ
い
て
の
国
、
県
の
対
策
は

何
か
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、

お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
キ
ン
メ
漁
の
被
害
に
限

定
さ
れ
ま
し
た
国
、
県
の
対

策
と
い
う
も
の
は
現
在
で
は

特
段
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ
市
か
ら
も
国
、
県
へ
被

害
実
情
報
告
と
か
、
そ
う
い

う
対
応
策
を
強
く
要
望
す
べ

き
で
あ
り
ま
す
が
市
の
お
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
勝
浦
漁
業
協
同
組
合
及

び
新
勝
浦
市
漁
業
協
同
組
合

と
必
要
に
応
じ
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
令
和
７
年
の
米
の
実

績
、
予
想
さ
れ
る
米
の
収
穫

高
、
Ｊ
Ａ
米
の
価
格
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
令
和
７
年
産
米
の
収
穫

中
で
す
が
、
カ
メ
ム
シ
被
害

や
高
温
障
害
等
が
一
部
で
見

ら
れ
る
も
の
の
、
お
お
む
ね

例
年
並
み
、
Ｊ
Ａ
米
コ
シ
ヒ

カ
リ
１
等
米
で
60
キ
ロ
当
た

Ｑ
令
和
６
年
度
は
約

34
億
８
千
万
円
の
減
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
市
財
政
に

与
え
る
影
響
は
。

Ａ
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
残

高
、
各
種
事
業
へ
の
事
業
充

当
額
の
規
模
か
ら
し
て
、
直

ち
に
充
当
事
業
の
廃
止
、
凍

結
等
に
結
び
つ
く
も
の
で
は

な
い
。

り
３
万
2
千
円
で
す
。

Ｑ
米
価
格
に
関
係
す
る
市

の
事
業
の
対
応
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

Ａ
市
と
し
て
、
影
響
を
受

け
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ

の
事
業
が
継
続
で
き
る
よ
う

な
対
応
に
つ
い
て
、
負
担
の

在
り
方
も
含
め
検
討
し
て
参

り
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
今
回
の
開
催
し
た
実
績

か
ら
、
今
後
、
花
火
大
会
の

継
続
性
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

Ａ
実
行
委
員
会
に
て
反
省

や
検
証
を
す
る
中
で
、
来
年

度
の
実
施
の
可
否
も
含
め
て

協
議
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
計
画
当

初
に
「
実
施
に
向
け
た
検

討
」
を
行
う
と
の
事
業
で
、

新
規
に
計
画
さ
れ
た
事
業

の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

Ｑ
救
急
・
小
児
・
在
宅
等

の
地
域
医
療
体
制
整
備

Ａ
地
域
医
療
体
制
の
整

備
に
向
け
て
医
療
機
関
な

ど
と
の
情
報
交
換
を
行
い
、

適
切
な
対
策
を
取
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
海
面
養
殖
推
進
事
業

Ａ
新
勝
浦
市
漁
業
協
同
組

合
に
お
い
て
、
ワ
カ
メ
養
殖

の
実
証
実
験
が
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
推
移
を
見
守
っ
て

い
る
。

Ｑ
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

及
び
販
路
の
拡
大

Ａ
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

は
非
常
に
困
難
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
若
手
農
業
者

の
意
向
調
査
を
す
る
な
ど
、

新
た
な
視
点
か
ら
ブ
ラ
ン
ド

化
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ
総
合
運
動
施
設
整
備

Ａ
旧
北
中
学
校
の
活
用
を

基
本
に
検
討
し
て
お
り
、
市

民
に
と
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
参

加
し
や
す
い
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
し

て
い
き
た
い
。
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戸部　薫議員

狩野光一議員

Ｑ
総
野
地
区
の
公
共
交
通

空
白
地
域
を
中
心
に
実
証
運

行
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
そ

の
結
果
と
評
価
は
？

Ａ
ド
ラ
イ
バ
ー
登
録
３

名
、
利
用
者
登
録
14
名
で
22

日
運
行
し
延
べ
44
名
の
利
用

が
あ
っ
た
。
評
価
と
し
て
は

ド
ラ
イ
バ
ー
登
録
が
予
想
を

下
回
っ
た
。

Ｑ
今
後
の
取
組
は
？

Ａ
実
証
期
間
を
延
長
し
て

ド
ラ
イ
バ
ー
５
名
程
度
利
用

者
15
～
20
名
程
度
の
登
録
を

目
標
に
対
象
地
域
内
外
で
あ

ら
ゆ
る
機
会
に
周
知
し
事
業

認
知
を
拡
大
す
る
。

マ
イ
カ
ー
乗
合
公
共
交
通

ノ
ッ
カ
ル
勝
浦
に
つ
い
て

部
原
簡
易
パ
ー
キ
ン
グ

に
つ
い
て

商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
創

出
に
つ
い
て

今
日
の
人
口
減
少
化
に

お
け
る
出
産
、
保
育
、

子
育
て
等
に
か
か
わ
る

施
策
の
充
実
に
つ
い
て

Ｑ
勝
浦
市
こ
ど
も
計
画
に

は
、
こ
ど
も
大
綱
が
目
指
す

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実

現
に
向
け
、
誰
も
が
未
来
に

希
望
が
持
て
る
よ
う
支
援
し

て
参
り
ま
す
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
よ
り
具

体
的
な
説
明
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
全
て
の
子
ど
も
、
若
者
、

妊
産
婦
、
子
育
て
当
事
者
が
、

誰一人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な

く
未
来
に
希
望
を
持
ち
、
地

域
で
遊
び
、
学
び
、
健
や
か

に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
勝
浦

市
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

Ｑ
具
体
的
に
、
保
育
士
の

配
置
基
準
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
国
の
基
準
で
は
、
０
歳

児
は
保
育
士
一
人
で
子
ど
も

３
人
ま
で
、
１
歳
～
２
歳
児

は
保
育
士
一
人
で
子
ど
も
６

人
ま
で
、
３
歳
児
は
保
育
士

一
人
で
15
人
ま
で
、
４
歳
～

５
歳
児
は
保
育
士
一
人
で
25

人
ま
で
で
、市
の
全
保
育
所・

こ
ど
も
園
は
、
こ
の
基
準
を

満
た
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
こ
ど
も
園
、
保
育
所
の

現
在
の
保
育
料
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
３
歳
～
５
歳
児
は
、
令

和
元
年
十
月
か
ら
国
の
施
策

で
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

０
歳
～
２
歳
児
は
、
今
年
度

か
ら
市
独
自
施
策
で
無
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
お
む
つ
代
や
教
材
費
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
負
担
で

す
か
。
伺
い
ま
す
。

Ａ
お
む
つ
代
や
お
尻
拭
き

は
、
個
人
使
用
な
の
で
家
庭

か
ら
持
参
し
て
頂
だ
い
て
い

ま
す
。
教
材
は
、
個
人
用
の

文
房
具
は
家
庭
の
負
担
で
す
。

Ｑ
給
食
費
と
は
言
わ
な
い

主
食
費
、
副
食
費
に
つ
い
て

保
護
者
の
負
担
を
伺
い
ま
す
。

勝浦こども園

Ｑ「
商
店
街
の
賑
わ
い
」

に
つ
い
て
市
の
認
識
は
？

Ａ
地
元
商
店
街
の
活
気
は

地
域
経
済
活
性
の
原
動
力
と

Ａ
主
食
費
は
、
ご
飯
や
パ

ン
な
ど
主
食
の
費
用
で
、
副

食
費
は
牛
乳
、
お
か
ず
、
お

や
つ
等
の
費
用
と
し
て
区
別

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和

５
年
度
か
ら
主
食
の
無
償
提

供
を
始
め
、
今
年
度
か
ら
は

副
食
費
も
無
償
化
し
ま
し
た
。

Ｑ
出
産
祝
い
金
制
度
に
つ

い
て
内
容
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
今
年
度
か
ら
の
新
規
事

業
で
、
出
産
祝
い
金
に
つ
い

て
は
、
第
２
子
の
出
産
に
は

20
万
円
、
第
３
子
の
出
産
に

は
40
万
円
を
給
付
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
出
産
祝
い
金
制

度
と
は
別
に
、
お
む
つ
等
給

付
券
事
業
に
よ
り
全
て
の
子

ど
も
の
出
産
に
対
し
て
10
万

円
相
当
の
オ
ム
ツ
等
給
付
券

を
支
給
し
て
い
ま
す
。 

Ｑ
当
該
駐
車
場
を
整
備
し

た
目
的
は
？

Ａ
観
光
客
や
運
転
者
の
休

憩
お
よ
び
近
隣
の
不
法
駐
車

対
策
で
整
備
し
た
も
の
。

Ｑ
当
該
駐
車
場
に
お
け
る

年
間
の
管
理
費
用
は
？

Ａ
令
和
６
年
度
実
績
に

つ
い
て
は
、
全
体
で
約

１
８
２
万
円
で
あ
る
。

Ｑ
墨
名
・
出
水
の
駐
車
場

有
料
化
の
考
え
方
に
照
ら
す

と
、
同
様
に
有
料
化
す
る
べ

き
と
思
う
が
市
の
考
え
は
？

Ａ
運
営
管
理
は
協
定
に
基

づ
い
て
市
で
行
っ
て
い
る

が
、
土
地
は
県
所
有
の
道
路

敷
地
で
あ
る
た
め
、
市
の
決

定
に
よ
り
有
料
化
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

し
て
大
変
重
要
で
あ
る
。

Ｑ
複
数
年
に
わ
た
り
実
証

し
た
事
業
の
中
止
以
降
、
話

題
と
し
て
聞
こ
え
て
こ
な
い

が
そ
の
後
の
事
業
活
動
は
？

Ａ
商
店
街
活
性
化
推
進
協

議
会
を
運
営
し
て
い
る
。
当

協
議
会
は
前
出
の
事
業
の
た

め
だ
け
に
運
営
し
て
い
る
も

の
で
は
な
い
が
、
令
和
６
年

３
月
以
降
開
催
し
て
い
な
い
。

Ｑ
市
と
し
て
地
域
経
済
活

性
化
の
原
動
力
と
考
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
新
規
事
業
の
企

画
が
必
要
で
は
な
い
か
？

Ａ
新
規
事
業
の
必
要
性
は

同
様
に
考
え
る
。
し
か
し
な

が
ら
地
域
再
生
の
本
質
と
し

て
行
政
主
導
で
は
な
く
商
工

会
や
商
店
会
が
主
体
と
な
り

行
政
が
伴
走
支
援
す
る
形
こ

そ
持
続
可
能
で
地
域
に
根
差

し
た
に
ぎ
わ
い
創
出
の
鍵
が

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
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岩瀬　清議員

寺尾重雄議員

Ｑ
昨
年
10
月
に
石
破
首
相

は
、
地
方
創
生
2.0
を
起
動
す

る
と
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ

も
そ
も
地
方
創
生
と
は
、
平

成
26
年
の
安
倍
内
閣
に
お
い

て
、
人
口
減
少
と
地
方
の
衰

退
の
問
題
を
一
体
的
に
取
り

組
む
と
し
て
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
、
い
わ
ゆ
る

「
地
方
創
生
法
」
が
同
年
11

月
に
成
立
し
今
日
に
至
っ
て

い
る
と
認
識
す
る
が
、
勝
浦

市
に
お
け
る
地
方
創
生
事
業

で
直
近
５
年
間
は
ど
の
様
な

施
策
や
取
組
を
し
て
き
た
か

伺
い
ま
す
。

Ａ
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
は
、
平
成
26
年
に
人

口
減
少
の
克
服
と
地
方
創

生
の
実
現
を
目
的
に
制
定
さ

れ
、
地
方
公
共
団
体
は
地
方

版
総
合
戦
略
の
策
定
が
求
め

勝
浦
市
に
お
け
る
地
方

創
生
事
業
に
つ
い
て

勝
浦
市
、清
掃
セ
ン
タ
ー

（
ゴ
ミ
処
理
施
設
）に
つ
い
て

勝
浦
指
定
ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て

地方創生拠点　勝浦市役所

Ｑ
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め

武
大
生
な
ど
、ゴ
ミ
袋
が「
高

い
」
と
、
よ
く
聞
き
ま
す

が
、
今
後
の
お
考
え
を
伺
い

ま
す
。

Ａ
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬

ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
本

市
で
は
、
令
和
8
年
度
ま
で

を
計
画
期
間
と
す
る
第
２
期

勝
浦
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
下
、「
安

定
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

場
の
確
保
」「
新
し
い
人
の

流
れ
や
関
係
づ
く
り
の
構
築
」

「
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環

境
の
充
実
」「
人
が
行
き
交

い
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域
の

実
現
」
を
基
本
目
標
と
し
、

地
方
創
生
推
進
交
付
金
事

業
、企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
事
業
な
ど
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
そ
れ
ら
の
事
業
の
費
用

対
効
果
は
ど
の
様
に
分
析
さ

れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
費
用
対
効
果
の
分
析
及

び
事
業
成
果
の
評
価
に
つ
い

て
は
、
総
合
戦
略
に
掲
げ
ら

れ
た
事
業
の
費
用
対
効
果
を

客
観
的
に
評
価
す
る
た
め
、

各
事
業
の
担
当
部
署
は
Ｋ
Ｐ

Ｉ
（
中
間
目
標
）
の
達
成
度

や
事
業
の
進
捗
状
況
を
分
析

し
、
施
策
評
価
シ
ー
ト
や
事

業
実
施
状
況
説
明
書
を
年
度

ご
と
に
作
成
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
事
業
成
果
等
を
ど
の
様

に
評
価
し
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

Ａ
施
策
評
価
シ
ー
ト
や
事

業
実
施
状
況
説
明
書
こ
れ
ら

の
資
料
の
下
、
産
官
学
金
労

等
の
関
係
者
で
構
成
さ
れ
る

勝
浦
市
地
方
創
生
総
合
戦
略

策
定
推
進
会
議
で
事
業
ご
と

に
評
価
検
証
が
な
さ
れ
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
た
各
事
業

の
改
善
や
見
直
し
を
継
続
的

に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

Ｑ
昨
年
、
ご
み
処
理
施
設

が
故
障
し
稼
働
不
可
と
な

り
、
一
定
期
間
、
近
隣
自
治

体
や
民
間
業
者
へ
委
託
し
た

時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
老
朽

化
も
進
み
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

等
の
問
題
も
あ
り
、
今
後
は

市
原
市
に
運
搬
処
理
す
る
案

が
あ
り
ま
す
が
、
内
容
を
お

伺
い
し
ま
す
。

Ａ
市
原
市
の
新
処
理
施
設

に
お
け
る
焼
却
方
法
は
、
ス

ト
ー
カ
式
焼
却
炉
と
伺
っ
て

お
り
、
市
内
に
て
収
集
し
た

可
燃
ご
み
は
、
一
時
的
に
中

継
施
設
に
集
積
し
、
大
型
車

両
に
積
み
替
え
て
運
搬
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
勝
浦
市
内
の
収
集
運
搬

業
者
の
件
で
す
が
、
予
算
上

で
高
額
な
価
格
、
一
社
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
業
者

の
選
定
に
関
し
て
の
経
緯
を

お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
現
在
一
社
で
対
応
し
て

い
る
収
集
運
搬
業
者
に
つ
い

て
は
、
価
格
交
渉
も
行
い
ま

し
た
が
、
無
理
な
値
引
き
交

渉
が
で
き
ず
、
結
果
的
に
高

額
な
契
約
に
至
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
競
争
関
係
の
な
い

こ
の
市
場
が
こ
の
ま
ま
で
よ

い
の
か
、
担
当
課
で
検
討
さ

せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
収

集
運
搬
経
費
に
つ
い
て
は
、

毎
年
度
予
算
を
精
査
し
、
抑

え
ら
れ
る
と
こ
は
抑
え
て
計

上
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

に
係
る
経
費
が
社
会
情
勢
や

物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
上

昇
し
て
お
り
、
本
市
指
定
ご

み
袋
の
値
下
げ
に
は
取
り
組

め
な
い
状
況
で
す
。

Ｑ
も
ち
ろ
ん
ゴ
ミ
を
各

家
庭
、
個
人
個
人
で
減
ら

し
分
別
す
る
こ
と
が
一
番

で
す
が
、
ゴ
ミ
袋
代
金
と

は
別
に
市
に
は
年
間
で
約

２
，３
０
０
万
の
証
紙
代
金

の
利
益
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
資
源
ゴ
ミ
の
約
２
，

４
０
０
万
、
ま
た
、「
ふ
る

さ
と
納
税
」
の
約
16
億
の
内

半
分
の
８
億
の
利
益
の
一
部

を
市
民
に
少
し
で
も
還
元
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
伺

い
ま
す
。

Ａ
ゴ
ミ
袋
の
値
下
げ
に
は

取
り
組
め
な
い
状
況
で
す
。

理
想
を
言
え
ば
、
そ
の
よ
う

に
出
来
れ
ば
い
い
と
思
い
ま

す
が
、
客
観
的
に
見
て
値
下

げ
は
出
来
な
い
と
い
う
判
断

と
な
り
ま
す
。
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勝浦カッピー

QRコードは
ここだよ！

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

編集後記

　将来、私は獣医になりたいです。
　きっかけは、ペットが体調を崩して動物病院
に行ったときのことです。診察してもらったと
き、先生は、心配する私を落ち着かせるように
「大丈夫だよ、治るから安心して。」と優しく笑
ってくれました。その笑顔と言葉にとても安心
したことを、今でもよく覚えています。
　多くのペットの命を救うだけでなく、飼い主
の心も救ってあげられる、そんなかっこいい獣
医になりたいです。勝浦中学校　１年

山
やまざき

﨑　実
み い な
衣菜 さん

　お米の価格が急激に変化していく時勢にあって、私たちは食の大切さを改めて実感しました。美しい自然に恵
まれているといわれる本市においても、食を支える田畑は手付かずになり荒れてしまう土地は増えています。市
の魅力を見つめ直し、活気ある街をつくってほしいという声をたくさん頂いているなかで、私たちは大切なもの
を守っていかなくてはいけません。それには対立、分断ではなく大きな和を作ることが必要です。議会だよりが
その一助になればと考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報広聴常任委員　岩瀬　琢弥

議会のうごきについて報告します
 （令和７年８月～令和７年１０月）

きみの未来、あなたの未来

議 会 の う ご き

お問い合わせは、勝浦市広報広聴常任委員会（７３−６６６２）まで
勝浦市ホームページ　勝浦市議会サイト
https://www.city.katsuura.lg.jp/site/gikai/

８月 19日
20日

22日

27日

9月 1日

3日
4日
5日
8日
9日

10・11日
16日

20日

国道297号整備促進期成同盟会会計監査
夷隅郡市広域市町村圏事務組合議会定例会
（いすみ市）
千葉県南部地区議会道路整備協議会陳情
活動（東京都）
議会運営委員会・広報広聴常任委員会

本会議　初日
表彰選考委員会・議会改革検討委員会
本会議　一般質問
本会議　一般質問
本会議　質疑・決算審査特別委員会
総務文教常任委員会
産業厚生常任委員会
決算審査特別委員会
本会議　最終日
全員説明会・全員協議会・広報広聴常任
委員会
徳島県勝浦郡勝浦町 70周年記念式典

10月 1日

3日
9日
14日
15日
16日

19日

21日
22日

26日
27日

総務文教常任委員会行政視察（茨城県守
谷市・同潮来市）（～ 10月 2日）
広報広聴常任委員会（対談）
全国都市問題会議（栃木県）
千葉県市議会議長会定例総会（千葉市）
全国漁港漁場大会（山口県）
国道 297 号整備促進期成同盟要望活動
（千葉市）
産業厚生常任委員会行政視察（静岡県伊
豆の国市・同西伊豆町）（～ 10月 17日）
いすみ市市制施行 20 周年記念式典（い
すみ市）
広報広聴常任委員会
全国高速自動車道市議会協議会理事会
（東京都）
御宿町合併 70周年記念式典（御宿町）
千葉県自治体病院経営都市議会協議会研
修会（南房総市）
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